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（1） お　お　あ　さ　ひ

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ご
み
」を
開
設 

　高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
を
紹
介

支部役員による設立委員会

案内図

　全
国
永
年
勤
続
民
生
委
員
・

児
童
委
員
表
彰
者
の
紹
介

旭崎新農村集落センター

　

　
社
協
大
旭
支
部
（
小
野
武
支
部

長
）
で
は
、
渡
辺
米
子
同
副
支
部

長
兼
女
性
部
長
が
中
心
と
な
り

「
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」

の
設
立
準
備
を
、
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
た
び
大
旭
支
部
で
は
設
立

委
員
会
を
開
催
し
、
サ
ロ
ン
の

名
称
を
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な

ご
み
」
と
す
る
高
齢
者
居
場
所

づ
く
り
設
立
委
員
会
規
程
（
案
）・

同
事
業
実
施
計
画
（
案
）
を
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
内
容

を
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

Ⅰ
、
大
旭
支
部
高
齢
者
居
場
所
づ

く
り
事
業
実
施
概
要

一
、
目
的

　
地
域
の
高
齢
者
が
気
軽
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
居
場
所
を
提
供

し
、
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
介
護
と
認
定
予
防
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
実
施
主
体

　
社
協
大
旭
支
部
女
性
部
（
に
じ

の
会
）
と
す
る
。

三
、
開
始
時
期
・
回
数

　
開
始
時
期
は
平
成
30
年
４
月
と

し
、
回
数
は
月
１
回
～
２
回
と
す

る
。
一
回
あ
た
り
約
５
時
間
。

四
、
開
催
場
所

　
支
部
の
中
央
部
に
位
置
す
る

「
旭
崎
新
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
」

と
す
る
。

五
、
事
業
の
内
容

　
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
た

め
、
体
操
・
軽
運
動
等
の
活
動
・

趣
味
活
動
・
会
食
等
と
す
る
。

六
、
対
象
者
（
利
用
者
）

　
①
事
業
に
賛
同
す
る
会
員

　
②
配
食
対
象
者

　
③
民
生
委
員
に
よ
る
推
薦
者

七
、
送
迎

　
原
則
と
し
て
家
族
等
に
よ
る
送

迎

八
、事
業
協
力
者(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

　
①
大
旭
支
部
女
性
部
会
員

　
②
趣
旨
に
賛
同
す
る
協
力
者

九
、
利
用
登
録
者
（
一
回
あ
た
り
）

　
15
人
～
20
人

十
、
利
用
料

　
原
則
と
し
て
無
料
と
す
る
。
た

だ
し
、
食
費
等
は
実
費
弁
償
と
す

る
。

十
一
、
施
設
利
用
料

　
施
設
の
利
用
規
定
に
よ
る
。

Ⅱ
、
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て

一
、
募
集
関
係

　
①
利
用
者
の
募
集

　
　
区
長
さ
ん
と
民
生
委
員
さ
ん

の
協
力
を
頂
き
、
募
集
し
ま
す
。

　
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

二
、
委
託
事
業
申
請
関
係

　
①
保
険
の
加
入

　
②
笠
間
市
へ
の
申
請
書
提
出

　
③
申
請
書
の
審
査

　
④
委
託
事
業
の
決
定

三
、
事
業
開
始
計
画
関
係

　
①
模
擬
オ
ー
プ
ン(

３
月)

　
②
事
業
開
始(

４
月)

Ⅲ
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
経
過

一
、
笠
間
市
か
ら
の
趣
旨
説
明

　
実
施
日
　
平
成
29
年
６
月
17
日

二
、
笠
間
市
へ
の
事
業
参
加
の
回

答
　
実
施
日
　
平
成
29
年
６
月
29
日

三
、支
部
役
員
に
よ
る
設
立
委
員
会

　
実
施
日
　
平
成
30
年
１
月
９
日

Ⅳ
、
主
催
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ
：
利
用
条
件
は
、
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
大
旭
地
区
に
お
住
ま
い
で
、

65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
。

Ｑ
：
申
し
込
み
は
、
ど
う
す
れ
ば

良
い
で
す
か
？

Ａ
：
地
域
の
区
長
さ
ん
又
は
民
生

委
員
さ
ん
に
、
申
込
み
下
さ
い
。

Ｑ
：
自
己
負
担
金
は
？

Ａ
：
食
材
の
費
用
と
し
て
、
２
０
０

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
食
事
や
運
動
は
、
誰
が
お
手

伝
い
を
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
：
食
事
は
、女
性
部
（
に
じ
の
会
）

の
有
志
の
方
が
担
当
し
ま
す
。
体

操
な
ど
は
、
協
力
団
体
の
方
の
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
：
会
場
の
「
旭
崎
新
農
村
集
落

セ
ン
タ
ー
」
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ
：
地
図
で
、
ご
案
内
し
ま
す
。

 

　
平
成
29
年
10
月
27
日
開
催
の
「
第

36
回
茨
城
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員

大
会
」
で
、
永
年
勤
続
者
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
大
旭
地
区
の
表

彰
者
を
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

菊
池
美
智
子
さ
ん(

大
沢
下
二
区)

岩
田
　
幸
雄
さ
ん(

八
幡
台
第
二
区)

◎
訂
　
　正

　
昨
年
12
月
28
日
発
行
の
第
１
１
３

号
に
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂

正
い
た
し
ま
す
。

４
ペ
ー
ジ
・
２
段
目
・
１
７
行
目

（
正
）
　
ア
ロ
ハ
・
マ
イ

（
誤
）
　
ア
ロ
・
ハ
マ
イ

４
ペ
ー
ジ
・
４
段
目
・
16
行
目

（
正
）
　
河
原
井
　
規
夫

（
誤
）
　
川
原
井
　
規
夫

◎
あ
と
が
き

　
読
者
の
話
を
ヒ
ン
ト
に
、
古
い

言
い
伝
え
を
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知

恵
袋
」
に
、
掲
載
し
ま
し
た
。

　
よ
り
一
層
会
員
の
皆
様
に
身
近
な

広
報
誌
と
す
る
た
め
、
情
報
の
提
供

や
投
稿
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

連
絡
先
：
広
報
委
員
長
　
吉
田
正
次

☎
０
９
０‐

２
５
４
７‐

１
２
８
０

（4）お　お　あ　さ　ひ

平
成
29
年
度
会
員
会
費
の
報
告
と
お
礼

　

　
平
成
29
年
度
の
社
会
福
祉
協

議
会
・
会
員
会
費
募
集
に
際
し

ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
蔭
様
で
左
表
の
と
お
り
、

会
員
会
費
を
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
皆
様

方
の
福
祉
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
の
た
ま
も
の
と
、
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
当
支
部
に
対
す
る
交

付
金
は
、
還
元
金
と
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
な
ら
び
に

広
報
助
成
金
の
合
計
額
、
１
１

１
万
６
４
５
０
円
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
交
付
金
は
、
支
部
の
事

業
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

支
部
長
　
小
野
　
武



（2）お　お　あ　さ　ひお　お　あ　さ　ひ（3）

　
大
旭
支
部
主
催
「
在
宅
介
護
者

と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」
は
毎
年
開

催
さ
れ
、
地
区
内
の
民
生
委
員
の

協
力
を
得
て
昨
年
12
月
に
訪
問
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
活
動
の
結
果
報
告
に
加
え
て
、

介
護
者
の
方
か
ら
感
謝
の
お
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

一
、
訪
問
軒
数

　
23
軒
【
昨
年
同 : 

29
軒
】

二
、
感
謝
の
お
声

・
タ
オ
ル
は
、
介
護
の
必
需
品
で

す
。
心
配
り
が
、
大
変
あ
り
が

た
い
で
す
。

・
毎
年
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

主
人
と
も
ど
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
介
護
者
の
立
場
を
理
解
し

て
頂
き
、
う
れ
し
い
で
す
。

・
高
齢
に
な
る
と
、
行
政
や
社
協

の
支
援
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま

す
。
心
こ
も
っ
た
活
動
に
、
勇

気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
主
催
者
か
ら
の
、
丁
寧
な
挨
拶

状
を
頂
き
ま
し
た
。
大
変
う
れ

し
く
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
　

〇
小
野
武
支
部
長
の
挨
拶
要
旨

　
　
在
宅
介
護
者
を
さ
れ
て
い
る

皆
様
、
粗
品
を
お
納
め
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
昔
か
ら

語
り
継
が
れ
て
き
た
知
恵
や
工
夫

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
た
く

あ
ん
用
の
干
し
大
根
を
早
く
乾
燥

さ
せ
る
に
は
、
中
心
の
芽
を
取
る

と
良
い
」
と
、
言
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
根
拠
が
あ
る
か
否
か
、

実
際
に
確
か
め
て
み
ま
し
た 

。

　
大
根
の
芽
を
取
っ
た
も
の
と
取

ら
な
い
も
の
で
、
程
良
く
乾
燥
す

る
ま
で
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

○
期
日
　
12
月
５
日
～
12
月
20
日

○
方
法
　
同
じ
条
件
で
乾
燥
す
る

○
比
較
　
重
さ
を
減
少
率
で
比
較

○
結
果（
元
の
重
さ
を
１
０
０
％
）

　
・
芽
を
取
っ
た
も
の
　 : 
54
％

　
・
芽
を
取
ら
な
い
も
の : 
39
％

　
　
減
少
率
の
差
は
、
15
％
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
日
数
に
置
き

換
え
る
と
、
芽
を
取
っ
た
も
の

は
２
日
以
上
早
く
乾
燥
し
た
。

　
　
こ
の
経
験
で
昔
か
ら
の
言
い

伝
え
が
、
今
で
も
身
近
な
生
活

の
中
で
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が

　
　
力
を
貰
い
ま
し
た

　
友
二
小
で
、感
謝
す
る
会

✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿

✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

記念品：大型タオル

　
友
部
第
二
小
学
校
（
学
校
長
・

長
堀
成
子
先
生
）
主
催
「
地
域
の

方
に
感
謝
す
る
会
」
が
、
３
月
６

日
に
同
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
平
成
27
年
３
月
に
始
ま

り
、
子
ど
も
た
ち
と
学
校
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流
の
場
と
し

て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

社
協
大
旭
支
部
（
小
野
武
支
部
長
）

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
地
域
の
方
々

が
、
登
下
校
時
間
帯
に
毎
日
子
供

た
ち
の
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
地
域
の
球
技
大
会
と

重
な
っ
た
た
め
参
加
者
は
６
人
で

し
た
が
、
会
場
の
体
育
館
に
全
校

生
の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
の
進
行
は
、
集
会
委
員
（
五
・

六
年
生
）
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
始
め
の
言
葉（
阿
部
　
優
志
君
）

●
お
礼
の
言
葉
（
谷
中
紗
耶
佳
さ

ん
）

　
皆
さ
ん
の
見
守
り
で
、
一
年
を

無
事
故
で
す
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
日
は
、
感
謝
す
る
会
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

●
手
紙
と
校
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
参
加
者
は
、
こ
ど
も
た
ち
か
ら

「
毎
日
安
心
で
す
。
あ
り
が
と

う
！
」
な
ど
と
書
か
れ
た
手
紙
と

校
歌
の
贈
り
物
を
受
け
、
大
き
な

力
を
も
ら
い
ま
し
た
。

●
長
堀
成
子
校
長
先
生
の
挨
拶

　
・
こ
ど
も
た
ち
へ
の
言
葉

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、
疲

れ
る
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
心

を
、
持
ち
つ
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　
・
お
礼
の
言
葉

　
皆
様
の
お
か
げ
で
、
児
童
の
安

全
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
川
澄
真
二
郎
社
協
大
旭
副
支
部

長
の
挨
拶
（
出
席
者
代
表
）

　
卒
業
式
が
間
近
な
時
期
で
の
開

催
に
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
成
長
を
楽
し
み
に
、
見

守
り
を
続
け
ま
す
。

●
終
り
の
言
葉(

浦
丸
　
陸
君
）

●
参
加
者
の
現
況
報
告
と
対
応

　
危
険
個
所
や
こ
ど
も
た
ち
へ
の

チ
ラ
シ
配
布
事
例
な
ど
が
報
告
さ

れ
、
校
長
先
生
か
ら
学
校
・
保
護

者
間
の
情
報
共
有
化
の
対
応
策
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
春
も
過
ぎ
て
、
日
に
日
に
梅

の
花
が
咲
き
誇
る
今
日
こ
の
頃
、

社
会
福
祉
協
議
会
大
旭
支
部
（
小

野
武
支
部
長
）
の
「
ふ
れ
あ
い
食

事
会
」
が
、
３
月
４
日
友
部
社
会

福
祉
会
館
に
、
支
部
内
の
80
歳
以

上
の
高
齢
者
87
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
支
部
役
員
、
女

性
部
に
じ
の
会
（
渡
辺
米
子
会

長
）、
各
区
長
、
支
部
内
の
民
生

委
員
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
開
い

て
い
る
も
の
で
、
今
年
も
90
歳
以

上
の
方
が
８
人
も
元
気
な
姿
で
参

加
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
川
澄
真
二
郎
副
支
部
長
は
「
こ

の
食
事
会
は
、
支
部
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

企
画
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
日
一
日
楽
し
く
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
来
賓
の
山

口
伸
樹
市
長
は
「
私
立
病
院
が
４

月
１
日
の
新
年
度
か
ら
開
院
し
ま

す
。
３
月
末
に
院
内
の
見
学
会
を

開
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
身
体
に
気
を
つ

け
て
今
日
一
日
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。」
と
祝
辞
、
藤
枝
泰
文
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
も
挨
拶

し
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
食
事
会
は
、
女
性
部
に
じ
の
会

が
心
を
こ
め
、
高
齢
者
の
健
康
に

配
慮
し
て
、
調
理
方
法
や
食
べ
や

す
い
食
材
に
気
を
く
ば
ら
れ
た
、

お
い
し
い
お
弁
当
が
配
ら
れ
ま
し

た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
・
ウ
ク
レ
レ
演
奏
と
合
唱
や
懐

メ
ロ
な
ど
、
参
加
者
も
一
緒
に

踊
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
帰
り
に
は

に
じ
の
会
々
員
の
手
づ
く
り
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
１
月
26
日
（
金
）、
若
狭
山
団

地
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
、
団

地
（
今
野
豊
雄
区
長
）
高
齢
者
ク

ラ
ブ
主
催
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
操
は
、
平
成
29
年
７
月

か
ら
始
ま
り
、
若
狭
山
団
地
住
民

の
健
康
増
進
と
交
流
を
目
的
と
し

毎
週
金
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
１

時
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
定
刻
に
な
る
と
、
参
加
者
は
団

地
公
民
館
に
集
合
し
、
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
の
リ
ー
ド
に
従
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
操
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
第
１
番
目
の
体
操
は
、
椅
子
を

使
っ
た
体
操
で
、
立
っ
た
状
態
で

膝
の
屈
伸
運
動
、
左
右
の
足
に
重

心
を
移
す
運
動
、
足
を
90
度
回
転

す
る
運
動
な
ど
、
転
倒
を
予
防
す

る
た
め
の
運
動
で
し
た
。（
吉
井

一
志
指
導
士
）

　
第
２
番
目
の
体
操
は
、
椅
子
に

座
っ
た
状
態
で
行
い
、
肩
や
首
を

上
下
に
動
か
し
た
り
、
左
右
に
回

し
た
り
し
て
、
首
や
肩
こ
り
の
予

防
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
で
ん
部
を
上
げ
下
げ
し

た
り
、
上
半
身
を
上
げ
下
げ
し
た

り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
半
身

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
き
た
え
ま

す
。（
鈴
木
勝
義
指
導
士
）

　
以
上
の
他
に
、
顔
面
体
操
や
発

声
練
習
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
体
操
を

行
い
ま
し
た
。

　
１
時
間
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
を
終
え
ら
れ
た
参
加
者
の
表

情
は
明
る
く
、
足
取
り
も
し
っ
か

り
と
し
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
姿

を
み
る
と
、
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
効

果
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◎
笠
間
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
会
・
友
部
支
部
（
会
員

数
70
名
）
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

体
操
効
果
で
元
気

　
若
狭
山
団
地
高
齢
者
ク
ラ
ブ

参加者からの現況報告（校長先生・手前左）

乾燥作業乾燥が終わりました

こどもたちからの手紙集

挨拶をする川澄副支部長

おいしいお弁当に舌づつみ

い
ろ
い
ろ
な
体
操
に

取
り
組
む
参
加
者

手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ふ
れ
あ
い
事
業
に
感
謝

　
在
宅
介
護
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋

健
康
食
に
配
慮

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
食
事
会



（2）お　お　あ　さ　ひお　お　あ　さ　ひ（3）

　
大
旭
支
部
主
催
「
在
宅
介
護
者

と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」
は
毎
年
開

催
さ
れ
、
地
区
内
の
民
生
委
員
の

協
力
を
得
て
昨
年
12
月
に
訪
問
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
活
動
の
結
果
報
告
に
加
え
て
、

介
護
者
の
方
か
ら
感
謝
の
お
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

一
、
訪
問
軒
数

　
23
軒
【
昨
年
同 : 

29
軒
】

二
、
感
謝
の
お
声

・
タ
オ
ル
は
、
介
護
の
必
需
品
で

す
。
心
配
り
が
、
大
変
あ
り
が

た
い
で
す
。

・
毎
年
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

主
人
と
も
ど
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
介
護
者
の
立
場
を
理
解
し

て
頂
き
、
う
れ
し
い
で
す
。

・
高
齢
に
な
る
と
、
行
政
や
社
協

の
支
援
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま

す
。
心
こ
も
っ
た
活
動
に
、
勇

気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
主
催
者
か
ら
の
、
丁
寧
な
挨
拶

状
を
頂
き
ま
し
た
。
大
変
う
れ

し
く
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
　

〇
小
野
武
支
部
長
の
挨
拶
要
旨

　
　
在
宅
介
護
者
を
さ
れ
て
い
る

皆
様
、
粗
品
を
お
納
め
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
昔
か
ら

語
り
継
が
れ
て
き
た
知
恵
や
工
夫

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
た
く

あ
ん
用
の
干
し
大
根
を
早
く
乾
燥

さ
せ
る
に
は
、
中
心
の
芽
を
取
る

と
良
い
」
と
、
言
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
根
拠
が
あ
る
か
否
か
、

実
際
に
確
か
め
て
み
ま
し
た 

。

　
大
根
の
芽
を
取
っ
た
も
の
と
取

ら
な
い
も
の
で
、
程
良
く
乾
燥
す

る
ま
で
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

○
期
日
　
12
月
５
日
～
12
月
20
日

○
方
法
　
同
じ
条
件
で
乾
燥
す
る

○
比
較
　
重
さ
を
減
少
率
で
比
較

○
結
果（
元
の
重
さ
を
１
０
０
％
）

　
・
芽
を
取
っ
た
も
の
　 : 

54
％

　
・
芽
を
取
ら
な
い
も
の : 

39
％

　
　
減
少
率
の
差
は
、
15
％
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
日
数
に
置
き

換
え
る
と
、
芽
を
取
っ
た
も
の

は
２
日
以
上
早
く
乾
燥
し
た
。

　
　
こ
の
経
験
で
昔
か
ら
の
言
い

伝
え
が
、
今
で
も
身
近
な
生
活

の
中
で
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が

　
　
力
を
貰
い
ま
し
た

　
友
二
小
で
、感
謝
す
る
会

✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿

✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿
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✿
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✿
✿
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✿
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✿
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✿
✿
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✿
✿
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✿
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✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

記念品：大型タオル

　
友
部
第
二
小
学
校
（
学
校
長
・

長
堀
成
子
先
生
）
主
催
「
地
域
の

方
に
感
謝
す
る
会
」
が
、
３
月
６

日
に
同
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
平
成
27
年
３
月
に
始
ま

り
、
子
ど
も
た
ち
と
学
校
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流
の
場
と
し

て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

社
協
大
旭
支
部
（
小
野
武
支
部
長
）

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
地
域
の
方
々

が
、
登
下
校
時
間
帯
に
毎
日
子
供

た
ち
の
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
地
域
の
球
技
大
会
と

重
な
っ
た
た
め
参
加
者
は
６
人
で

し
た
が
、
会
場
の
体
育
館
に
全
校

生
の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
の
進
行
は
、
集
会
委
員
（
五
・

六
年
生
）
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
始
め
の
言
葉（
阿
部
　
優
志
君
）

●
お
礼
の
言
葉
（
谷
中
紗
耶
佳
さ

ん
）

　
皆
さ
ん
の
見
守
り
で
、
一
年
を

無
事
故
で
す
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
日
は
、
感
謝
す
る
会
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

●
手
紙
と
校
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
参
加
者
は
、
こ
ど
も
た
ち
か
ら

「
毎
日
安
心
で
す
。
あ
り
が
と

う
！
」
な
ど
と
書
か
れ
た
手
紙
と

校
歌
の
贈
り
物
を
受
け
、
大
き
な

力
を
も
ら
い
ま
し
た
。

●
長
堀
成
子
校
長
先
生
の
挨
拶

　
・
こ
ど
も
た
ち
へ
の
言
葉

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、
疲

れ
る
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
心

を
、
持
ち
つ
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　
・
お
礼
の
言
葉

　
皆
様
の
お
か
げ
で
、
児
童
の
安

全
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
川
澄
真
二
郎
社
協
大
旭
副
支
部

長
の
挨
拶
（
出
席
者
代
表
）

　
卒
業
式
が
間
近
な
時
期
で
の
開

催
に
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
成
長
を
楽
し
み
に
、
見

守
り
を
続
け
ま
す
。

●
終
り
の
言
葉(

浦
丸
　
陸
君
）

●
参
加
者
の
現
況
報
告
と
対
応

　
危
険
個
所
や
こ
ど
も
た
ち
へ
の

チ
ラ
シ
配
布
事
例
な
ど
が
報
告
さ

れ
、
校
長
先
生
か
ら
学
校
・
保
護

者
間
の
情
報
共
有
化
の
対
応
策
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
春
も
過
ぎ
て
、
日
に
日
に
梅

の
花
が
咲
き
誇
る
今
日
こ
の
頃
、

社
会
福
祉
協
議
会
大
旭
支
部
（
小

野
武
支
部
長
）
の
「
ふ
れ
あ
い
食

事
会
」
が
、
３
月
４
日
友
部
社
会

福
祉
会
館
に
、
支
部
内
の
80
歳
以

上
の
高
齢
者
87
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
支
部
役
員
、
女

性
部
に
じ
の
会
（
渡
辺
米
子
会

長
）、
各
区
長
、
支
部
内
の
民
生

委
員
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
開
い

て
い
る
も
の
で
、
今
年
も
90
歳
以

上
の
方
が
８
人
も
元
気
な
姿
で
参

加
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
川
澄
真
二
郎
副
支
部
長
は
「
こ

の
食
事
会
は
、
支
部
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

企
画
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
日
一
日
楽
し
く
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
来
賓
の
山

口
伸
樹
市
長
は
「
私
立
病
院
が
４

月
１
日
の
新
年
度
か
ら
開
院
し
ま

す
。
３
月
末
に
院
内
の
見
学
会
を

開
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
身
体
に
気
を
つ

け
て
今
日
一
日
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。」
と
祝
辞
、
藤
枝
泰
文
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
も
挨
拶

し
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
食
事
会
は
、
女
性
部
に
じ
の
会

が
心
を
こ
め
、
高
齢
者
の
健
康
に

配
慮
し
て
、
調
理
方
法
や
食
べ
や

す
い
食
材
に
気
を
く
ば
ら
れ
た
、

お
い
し
い
お
弁
当
が
配
ら
れ
ま
し

た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
・
ウ
ク
レ
レ
演
奏
と
合
唱
や
懐

メ
ロ
な
ど
、
参
加
者
も
一
緒
に

踊
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
帰
り
に
は

に
じ
の
会
々
員
の
手
づ
く
り
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
１
月
26
日
（
金
）、
若
狭
山
団

地
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
、
団

地
（
今
野
豊
雄
区
長
）
高
齢
者
ク

ラ
ブ
主
催
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
操
は
、
平
成
29
年
７
月

か
ら
始
ま
り
、
若
狭
山
団
地
住
民

の
健
康
増
進
と
交
流
を
目
的
と
し

毎
週
金
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
１

時
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
定
刻
に
な
る
と
、
参
加
者
は
団

地
公
民
館
に
集
合
し
、
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
の
リ
ー
ド
に
従
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
操
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
第
１
番
目
の
体
操
は
、
椅
子
を

使
っ
た
体
操
で
、
立
っ
た
状
態
で

膝
の
屈
伸
運
動
、
左
右
の
足
に
重

心
を
移
す
運
動
、
足
を
90
度
回
転

す
る
運
動
な
ど
、
転
倒
を
予
防
す

る
た
め
の
運
動
で
し
た
。（
吉
井

一
志
指
導
士
）

　
第
２
番
目
の
体
操
は
、
椅
子
に

座
っ
た
状
態
で
行
い
、
肩
や
首
を

上
下
に
動
か
し
た
り
、
左
右
に
回

し
た
り
し
て
、
首
や
肩
こ
り
の
予

防
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
で
ん
部
を
上
げ
下
げ
し

た
り
、
上
半
身
を
上
げ
下
げ
し
た

り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
半
身

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
き
た
え
ま

す
。（
鈴
木
勝
義
指
導
士
）

　
以
上
の
他
に
、
顔
面
体
操
や
発

声
練
習
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
体
操
を

行
い
ま
し
た
。

　
１
時
間
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
を
終
え
ら
れ
た
参
加
者
の
表

情
は
明
る
く
、
足
取
り
も
し
っ
か

り
と
し
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
姿

を
み
る
と
、
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
効

果
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◎
笠
間
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
会
・
友
部
支
部
（
会
員

数
70
名
）
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

体
操
効
果
で
元
気

　
若
狭
山
団
地
高
齢
者
ク
ラ
ブ

参加者からの現況報告（校長先生・手前左）

乾燥作業乾燥が終わりました

こどもたちからの手紙集

挨拶をする川澄副支部長

おいしいお弁当に舌づつみ

い
ろ
い
ろ
な
体
操
に

取
り
組
む
参
加
者

手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ふ
れ
あ
い
事
業
に
感
謝

　
在
宅
介
護
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋

健
康
食
に
配
慮

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
食
事
会
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（1） お　お　あ　さ　ひ

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ご
み
」を
開
設 

　高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
を
紹
介

支部役員による設立委員会

案内図

　全
国
永
年
勤
続
民
生
委
員
・

児
童
委
員
表
彰
者
の
紹
介

旭崎新農村集落センター

　

　
社
協
大
旭
支
部
（
小
野
武
支
部

長
）
で
は
、
渡
辺
米
子
同
副
支
部

長
兼
女
性
部
長
が
中
心
と
な
り

「
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」

の
設
立
準
備
を
、
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
た
び
大
旭
支
部
で
は
設
立

委
員
会
を
開
催
し
、
サ
ロ
ン
の

名
称
を
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な

ご
み
」
と
す
る
高
齢
者
居
場
所

づ
く
り
設
立
委
員
会
規
程
（
案
）・

同
事
業
実
施
計
画
（
案
）
を
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
内
容

を
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

Ⅰ
、
大
旭
支
部
高
齢
者
居
場
所
づ

く
り
事
業
実
施
概
要

一
、
目
的

　
地
域
の
高
齢
者
が
気
軽
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
居
場
所
を
提
供

し
、
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
介
護
と
認
定
予
防
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
実
施
主
体

　
社
協
大
旭
支
部
女
性
部
（
に
じ

の
会
）
と
す
る
。

三
、
開
始
時
期
・
回
数

　
開
始
時
期
は
平
成
30
年
４
月
と

し
、
回
数
は
月
１
回
～
２
回
と
す

る
。
一
回
あ
た
り
約
５
時
間
。

四
、
開
催
場
所

　
支
部
の
中
央
部
に
位
置
す
る

「
旭
崎
新
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
」

と
す
る
。

五
、
事
業
の
内
容

　
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
た

め
、
体
操
・
軽
運
動
等
の
活
動
・

趣
味
活
動
・
会
食
等
と
す
る
。

六
、
対
象
者
（
利
用
者
）

　
①
事
業
に
賛
同
す
る
会
員

　
②
配
食
対
象
者

　
③
民
生
委
員
に
よ
る
推
薦
者

七
、
送
迎

　
原
則
と
し
て
家
族
等
に
よ
る
送

迎

八
、事
業
協
力
者(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

　
①
大
旭
支
部
女
性
部
会
員

　
②
趣
旨
に
賛
同
す
る
協
力
者

九
、
利
用
登
録
者
（
一
回
あ
た
り
）

　
15
人
～
20
人

十
、
利
用
料

　
原
則
と
し
て
無
料
と
す
る
。
た

だ
し
、
食
費
等
は
実
費
弁
償
と
す

る
。

十
一
、
施
設
利
用
料

　
施
設
の
利
用
規
定
に
よ
る
。

Ⅱ
、
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て

一
、
募
集
関
係

　
①
利
用
者
の
募
集

　
　
区
長
さ
ん
と
民
生
委
員
さ
ん

の
協
力
を
頂
き
、
募
集
し
ま
す
。

　
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

二
、
委
託
事
業
申
請
関
係

　
①
保
険
の
加
入

　
②
笠
間
市
へ
の
申
請
書
提
出

　
③
申
請
書
の
審
査

　
④
委
託
事
業
の
決
定

三
、
事
業
開
始
計
画
関
係

　
①
模
擬
オ
ー
プ
ン(

３
月)

　
②
事
業
開
始(

４
月)

Ⅲ
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
経
過

一
、
笠
間
市
か
ら
の
趣
旨
説
明

　
実
施
日
　
平
成
29
年
６
月
17
日

二
、
笠
間
市
へ
の
事
業
参
加
の
回

答
　
実
施
日
　
平
成
29
年
６
月
29
日

三
、支
部
役
員
に
よ
る
設
立
委
員
会

　
実
施
日
　
平
成
30
年
１
月
９
日

Ⅳ
、
主
催
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ
：
利
用
条
件
は
、
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
大
旭
地
区
に
お
住
ま
い
で
、

65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
。

Ｑ
：
申
し
込
み
は
、
ど
う
す
れ
ば

良
い
で
す
か
？

Ａ
：
地
域
の
区
長
さ
ん
又
は
民
生

委
員
さ
ん
に
、
申
込
み
下
さ
い
。

Ｑ
：
自
己
負
担
金
は
？

Ａ
：
食
材
の
費
用
と
し
て
、
２
０
０

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
食
事
や
運
動
は
、
誰
が
お
手

伝
い
を
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
：
食
事
は
、女
性
部
（
に
じ
の
会
）

の
有
志
の
方
が
担
当
し
ま
す
。
体

操
な
ど
は
、
協
力
団
体
の
方
の
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
：
会
場
の
「
旭
崎
新
農
村
集
落

セ
ン
タ
ー
」
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ
：
地
図
で
、
ご
案
内
し
ま
す
。

 

　
平
成
29
年
10
月
27
日
開
催
の
「
第

36
回
茨
城
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員

大
会
」
で
、
永
年
勤
続
者
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
大
旭
地
区
の
表

彰
者
を
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

菊
池
美
智
子
さ
ん(

大
沢
下
二
区)

岩
田
　
幸
雄
さ
ん(

八
幡
台
第
二
区)

◎
訂
　
　正

　
昨
年
12
月
28
日
発
行
の
第
１
１
３

号
に
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂

正
い
た
し
ま
す
。

４
ペ
ー
ジ
・
２
段
目
・
１
７
行
目

（
正
）
　
ア
ロ
ハ
・
マ
イ

（
誤
）
　
ア
ロ
・
ハ
マ
イ

４
ペ
ー
ジ
・
４
段
目
・
16
行
目

（
正
）
　
河
原
井
　
規
夫

（
誤
）
　
川
原
井
　
規
夫

◎
あ
と
が
き

　
読
者
の
話
を
ヒ
ン
ト
に
、
古
い

言
い
伝
え
を
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知

恵
袋
」
に
、
掲
載
し
ま
し
た
。

　
よ
り
一
層
会
員
の
皆
様
に
身
近
な

広
報
誌
と
す
る
た
め
、
情
報
の
提
供

や
投
稿
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

連
絡
先
：
広
報
委
員
長
　
吉
田
正
次

☎
０
９
０‐

２
５
４
７‐

１
２
８
０

（4）お　お　あ　さ　ひ

平
成
29
年
度
会
員
会
費
の
報
告
と
お
礼

　

　
平
成
29
年
度
の
社
会
福
祉
協

議
会
・
会
員
会
費
募
集
に
際
し

ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
蔭
様
で
左
表
の
と
お
り
、

会
員
会
費
を
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
皆
様

方
の
福
祉
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
の
た
ま
も
の
と
、
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
当
支
部
に
対
す
る
交

付
金
は
、
還
元
金
と
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
な
ら
び
に

広
報
助
成
金
の
合
計
額
、
１
１

１
万
６
４
５
０
円
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
交
付
金
は
、
支
部
の
事

業
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

支
部
長
　
小
野
　
武

平 成 ２ ９ 年 度 大 旭 支 部 会 員 会 費 報 告
地区名  法人  特別  一般  金額合計 

矢 野 下 藤 株 0 0 18 18,000

矢 野 下 下 郷 0 0 79 79,000

大 沢 上 １ 0 1 100 103,000

大 沢 上 ２ 0 2 56 64,000

大 沢 上 ３ 0 1 51 56,000

大 沢 下 １ 8 10 95 173,000

大 沢 下 ２ 0 0 117 117,000

八 幡 台 １ 0 1 66 69,000

八 幡 台 ２ 0 0 80 80,000

原 団 地 0 0 44 44,000

清 住 町 0 0 60 60,000

若 狭 山 団 地 0 5 37 52,000

旭 台 11 2 143 193,000

旭 台 団 地 １ 0 0 62 62,000

旭 台 団 地 ２ 0 0 65 65,000

旭 台 団 地 ３ 0 0 61 61,000

旭 台 団 地 ４ 0 2 28 34,000

旭 平 １ 0 0 210 210,000

旭 平 ２ 12 0 83 119,000

旭 平 団 地 0 0 38 38,000

旭 崎 １ 4 5 138 178,000

旭 崎 ２ 0 0 29 29,000

緑 ヶ 丘 団 地 0 0 16 16,000

サ ン ス テ ー ジ 0 0 19 19,000

矢 野 下 本 郷 0 0 0 0

アクシーズタワー旭台 0 0 0 0

合 　 　 　 計 35 29 1,695 1,939,000


